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1. 研究の目的  

ドップラーライダーを用いて観測された風速データを用いて，複雑地形上の気流性状を明らかにし，

風力発電装置の耐風設計，運用管理等に資する情報を提供する． 

2. 研究の方法  

串木野れいめい風力発電所の 8 号機， 9 号機， 10 号機に囲まれた位置にドップラ

ーライダーを設置し，３基の風車の離隔距離と風向に応じた 相互の影響として，

鉛直方向の風速標準偏差（風の乱れ）を 計測した．  

3. 得られた成果  

風車間の離隔が近い程，地形による乱流影響と風車ウエイクによる乱流影響が大きくなることが確

認された． 
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